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•  コンテンツストレージマネージメントソリューション提供で業界をリード	


–  ニュース、スポーツ、ポスプロ、伝送、教育、公共団体に向け導入多数 

–  各種ビデオサーバ、オートメーション、ノンリニア編集機との連携実績	


–  独自のパーシャルリストア技術	


–  コンテンツライフサイクルを管理するストレージプランマネージャー技術	


•  コンテンツ保管ソリューション提供で業界をリード	


–  アメリカ議会図書館を筆頭に、巨大ライブラリーで多数の運用実績を誇る	


–  効率良いコンテンツマイグレーションとアーカイブ保存を提案	


Front Porch Digital社とは 



•  1998年9月、StorageTek社にて、新しいストレージ管理システムを構築しようとい
う計画が始まる。翌年にはDIVArchive１号機をスペインにてインストール。 

•  2000年2月、Front Porch Digital創設。その年のNABには、DIVArchiveを展示。 

•  2006年10月、世界の40カ国に150システム導入。 

•  2008年10月、SAMMA systemsを傘下に。インジェストソリューションを強化。	


•  現在、60を超える国々で400以上のシステムが稼働中	


•  アワード	


–  IBC Innovation Awards nomination (2009) 

–  Broadcast Engineering Excellence Award (2008) 

–  Broadcast Engineering Excellence Award (2007) 

–  Royal Television Society Excellence Award (2005) 

Front Porch Digital社の歴史	




•  DIVArchive CSM 
–  世界的なシェアを誇るコンテンツストレージマネージメントソリューションは、以下のオプ

ションでさらに強化されます	


•  DIVAprotect 

–  ストレージとブロードキャストデバイスを継続監視し、推奨交換時期などを提示するエンジン	


•  DIVAnalyze 
–  ファイルコンテンツの品質を評価するエンジン	


•  DIVAgrid 

–  ローコストな高速グリッド、分散型ストレージソリューションを提供	


•  DIVAnet 

–  複数サイトに配置されたDIVArchiveのための接続ネット	


•  DIVAdirector 
–  Webブラウザベースのメディアアセットマネージメントツール	


•  DIVAsolo 
–  テープからのマイグレーションと、ファイルアセット管理を統合したターンキーシステム	


DIVArchiveプロダクトファミリー	




DIVArchiveのコンセプト 

使用頻度高いコンテンツ 使用頻度低いコンテンツ 

MAMによるブラウズ、および�

コンテンツ操作	


コンテンツ 
トラッキング 

メディアマイグレーション 

データテープアーカイブ オフライン（テープ保管棚） 
二アラインストレージ 



DIVArchiveのCSM 

•  CSM:コンテンツメディアマネージメントシステム 
–  ファイルベースのワークフローを強化 
–  安価なストレージを効率良く組み込み、巨大なシステムにも対応 
–  タイムコードベースでの管理機能�

•  MAMとの関係 
–  MAM(メディアアセット管理ツール)と連動して、複雑に設定されたディスクマネージメン
トを実行します�

•  HSMをより進化させたもの 
–  IT系のHSM(階層型ストレージ管理)を、映像メディア管理が実行できるよう強化 



DIVArchiveのストレージプランマネージャー	


•  任意の設定に基づいて、コンテンツライフサイクルを管理	


•  既設のオートメーションやスケジューラーと連動し、柔軟なオペレーション

を実施 
•  アーカイブが実行される毎に、下記のような、さまざまなコンテンツオペレ

ーションを行うことが可能	


–  複数のコピーを、テープやハードディスクに作成 
–  低解像度プロキシをトランスコード 
–  設定した期間内、ニアラインストレージにコピーを保管、期間経過後はデータテープへ移動 

高速ストレージ 

低速(安価な)ストレージ 

リムーバブル 



典型的なHSM（階層型ストレージ管理）システムを用いた例	


HSM API 

Disk <-> Tape 
データ移動 

ファイル 

MAM サービス: 
メタデータ(メディアオブジェクト⇔ ファイル) 

, ワークフロー制御, ロケート, 移動, 保存, リストア, 
パーシャルリストア, 等. 

オートメーションシステム ニュースシステム 編集システム 

トランスコード 
システム 

CONs: 
ボトルネック 
ストレージ階層はあくまでもファイル単位 
すべてはサービスがMAMシステムに集中 
　　　 

 
ビデオサーバー 

 



DIVArchiveのCSM（コンテンツストレージ管理）システムを用いた例	


 DIVArchive Webサービス/API 

コンテンツ-アウェアサービス: 
ロケート, 移動, 保存, リストア, パーシャルリストア, トランスコード, …? 
ソース/ディスティネーション                     メディア 

メディア オブジェクト (not files!) 

DIVA管理下の 
ストレージリソース 

MAM オートメーションシステム ニュースシステム Other  

ビデオサーバー/ 
ゲートウェイ 

NLE 
ポストプロダクション 
　　　　システム 

共有ストレージ等  
•  スケーラブル 
•  ストレージ階層はオブジェクト単位 
•  分散処理型のワークフローを構築 
　　　可能 



DIVArchiveとDIVAdirectorの連動 

•  DIVAdirectorは比較的小規模

なアセット管理を提供	


•  アーカイブ・リストア・消去などを、

webブラウザインターフェースを

通じて実行させる	


•  より大規模なシステムでは、

DIVArchiveは他社アプリケーシ

ョンと連動することになる	




DIVArchiveのワークフロー例1 
オートメーション 

トラフィック 
システム 

アセットマネジメント 
システム 

(DIVADirector等) 

送出サーバー ノンリニア編集環境 

ノンリニア編集システムで完成された番組
ファイルを送出サーバーに転送 
 
同時にオートメーションシステムに 
ID登録 

ニアラインストレージ 
LTOテープローダー 



DIVArchiveのワークフロー例2 
オートメーション 

トラフィック 
システム 

アセットマネジメント 
システム 

(DIVADirector等) 

送出サーバー ノンリニア編集環境 

オートメーションシステムから 
オンエア済の番組ファイルを 
DIVArchiveにアーカイブ指示 
 
送出サーバーからDIVArchiveに 
番組ファイルを転送 
 
オートメーションシステムから番組ファイ
ルのメタデータをアセットマネジメントシス
テムに登録 
 
同時にプレビュー用の低解像度ファイル
を生成し、アセットマネジメント 
システムに登録 
 ニアラインストレージ 

LTOテープローダー 



DIVArchiveのワークフロー例3 
オートメーション 

トラフィック 
システム 

アセットマネジメント 
システム 

(DIVADirector等) 

送出サーバー ノンリニア編集環境 

番組ファイルがアーカイブされて任意の
期間が過ぎると、DIVArchiveの 
ニアラインストレージからLTOテープ 
ローダーにデータが移動 
 
オートメーション（トラフィック）システム 
及びアセットマネジメントシステムに 
番組ファイルの場所のレポート 
（必要な場合） 
 
 

ニアラインストレージ 
LTOテープローダー 



DIVArchiveのワークフロー例4（再放送の場合） 
オートメーション 

トラフィック 
システム 

アセットマネジメント 
システム 

(DIVADirector等) 

送出サーバー ノンリニア編集環境 

再放送したい番組をアセットマネジメント 
システムで検索し、オートメーション 
（トラフィック）システムに登録 
 
オートメーション（トラフィック） 
システムからオンエアーの数日前に
DIVArchiveシステムにリストア指示 
 
DIVArchiveから送出サーバーに番組 
ファイルの転送 
（必要に応じてLTOからリストア） 
 
 
 
 ニアラインストレージ 

LTOテープローダー 



DIVArchiveのワークフロー例5（再編集の場合） 
オートメーション 

トラフィック 
システム 

アセットマネジメント 
システム 

(DIVADirector等) 

送出サーバー ノンリニア編集環境 

編集したい番組（素材）をアセット 
マネジメントシステムで検索し、 
ノンリニア編集サーバーにリストア指示 
 
DIVArchiveからノンリニア編集 
サーバーに番組（素材）ファイルの転送 
（必要に応じてLTOからリストア） 
 
 
 
 ニアラインストレージ 

LTOテープローダー 



DIVArchiveのユニークな機能：パーシャルリストア 

•  映像の必要部分のみの切り出しに最適化 
•  フレーム単位の切り出し 
•  新規クリップを生成 (クリップの名前変更にも使用できます) 
•  タイムコードのオフセット値を指定できます: 

–  フォーマットまたはサーバータイプ 
–  スタートタイムコード 
–  エンドタイムコード 
–  リストアクリップの新規クリップ名 

•  可能ならばフレームインデックスを利用 



DIVArchiveのユニークな機能：　リパック 

•  テープ内の使用できないスペース

を論理的に削除します。 

•  リパック (デフラグ) は無駄になる

スペースを有効に活用します。 

•  マニュアル ／自動のふたつのモー

ドに対応 

Tape X 
(group News) 

Tape X 
(no group) 

Tape Y 
(group News) 

1 3 5 

1 3 5 



DIVArchiveの運用管理 

•  テープドライブとテープメディアのパフォーマンスを継続監視 

•  パフォーマンス、及びそれらを使用した履歴を完全に記録 

•  警告を出すタイミングは、ユーザーが変更可能です。 

•  運用状況はグラフィック表示され、視認を容易にします。	


Mounts per Tape

例）50スロットのデータテープライブラリーに、これまで

マウントされたデータテープ数の積算 

Mar-
06

Apr-
06

May-
06

Jun-
06

Jul-
06

Aug-
06

Sep-
06

Oct-
06

Nov-
06

Dec-
06

Jan-
07

Feb-
07

Mar-
07

Mounts BER

例）テープドライブパフォーマンスの経年変化と

エラーが発生が増加する割合の相関グラフ	




•  SAMMA Solo 
–  ビデオテープ記録されたコンテンツを迅速にファイル化するインジェストマシン 
–  複数ファイルを同時生成する高性能エンコーダ 

•  SAMMA Robot 
–  1台で1日で最大120時間分のビデオテープをファイル化 

•  完全自動運転が可能 
•  QCアナライズ結果をメタデータとして管理 

•  SAMMA Clean 
–  ビデオテープの自動的にクリーニングするテープエバリュエーター 

•  特殊なクリーニングテープでテープの裏表共にクリーニング 
•  テープの状態（汚れ具合）をメタデータとして添付可能 

 

SAMMA ソリューション概要	
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SAMMA Solo 

•  簡単な操作でビデオテープコンテンツをファイル化 
–  複数ファイルを同時生成 

–  ログ生成しメタデータとしてファイルに添付 

•  SAMMA Robotと組み合わせるとよりパワフルに 

WM9 

Flash 

Quicktime 

MPEG2 

JPEG2000 

HEADPHONES

CONTROL S

EJECT

VIDEOCASSETTE RECORDER UVW-1800

POWER

ON

OFF

AUDIO INPUT LEVEL

CH-1

0 10

2 8

4 6
CH-2

0 10

2 8

4 6

REMOTE

LOCAL

CTL

LTC

U-BIT

SYNC SC

INT

EXT

Y-R-B

COMPOSITE

S VIDEO

ON

OFF

TC CHARACTER

VIDEO IN MENU

TC PRESET

HOURS METER SET (YES)

RESET (NO)

REW PLAY F FWD STOP REC

SAMMA Solo 
SAMMA Robot 



SAMMA Soloインターフェース 



SAMMA Solo機能 

•  入力信号コンディションをメタデータとしてメディアに添付 



SAMMA Robot 



DIVArchiveとDIVAdirectorによる品質管理 

•  DIVAdirectorによるメタデータ

確認例	


•  タイムコードベースでフレーム単

位に付加されたメタデータ情報を

画面表示をさせながら確認するこ

とができる。	


•  インジェストマシンSAMMA Solo
など、フレーム単位で品質情報を

追加できるマシンとの連携で威力

を発揮 



Migrate 
メディアファイル化	


Manage 
コンテンツ管理	


Monetize 
二次利用	



